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　1. 戦略的文化芸術創造推進事業について 

 

　本報告書は、平成26年度文化庁「戦略的芸術文化創造推

進事業」の採択を受けて公益財団法人東京交響楽団が行っ

た「オーケストラのマーケティング・リサーチと芸術団体のた

めの戦略プラン構築事業」の成果をまとめたものです。 

　「戦略的芸術文化創造推進事業」は平成26年度の新規事

業として開始されたもので、「国が我が国における芸術文化

の振興における課題を示し、それを解決するための取組を公

募、実施することにより、我が国の芸術水準の向上と鑑賞機

会の充実を図ること」を目的としています。具体的には、6つ

の課題の解決に資する取組（下表）を国が芸術団体等に委託

して実施されます。東京交響楽団が実施した「オーケストラの

マーケティング・リサーチと芸術団体のための戦略プラン構

築事業」は、下表の「（Ⅱ）新たな観客層の開拓・育成が求めら

れており、それを解決するための取組」、および「（Ⅴ）芸術団

体の経営基盤等の強化が求められており、それを解決するた

めの取組（実践的な取組を含む調査研究）」の2つの課題に

対応した事業となります。 

 

　事業の対象となる項目の中で注目されるのは、（Ⅴ）に芸

術団体の経営基盤等の強化に関する項目が挙げられている

点です。第二次世界大戦後の日本の文化政策においては、芸

術の鑑賞機会拡大や、功績をあげた芸術家の顕彰に力点が

おかれてきました。1990年代以降、これらに加えて芸術創

造への支援が拡充されてきましたが、これらの活動の中心と

なる芸術団体の経営基盤の強化については政策的な対応が

ほとんどなされてきませんでした。こうした中、「経営基盤等

の強化」を目的の1つとして掲げた事業が開始されたことは、

大きな変化といえます。 

 

　2. アートマネジメントとは 

 

　オーケストラに限らず、劇団、舞踊団、劇場・音楽堂、美術館

等、日本の芸術組織において、今ほどアートマネジメントの確

立が求められている時期はこれまでなかったといえます。

アートマネジメントという言葉は日本では様々な意味で使わ

れることがありますが、もともとは、公的な使命をもった非

営利の芸術組織の経営に科学的なアプローチを導入しよう

とするアカデミックな取組のことを指します。アートマネジメ

ントの重要な特徴は3つあります。第1は、公的な使命の達成

を目指す「非営利のマネジメント」だという点です。エンタ

テイメント・ビジネス等、営利を目的としたものではなく、なん

らかの公益を目指しているという点です。第2は、コンサート

や展覧会等、個々の事業のマネジメントのことではなく、これ

らを継続的実施する「組織のマネジメント」だという点です。

目　次 ♪ ♪ 
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「戦略的芸術文化創造推進事業」の対象となる課題と取組 

 （Ⅰ） 実演芸術の世界水準への向上と世界へのアピールが求められており、それを解決するための取組。 

 （Ⅱ） 新たな観客層の開拓・育成が求められており、それを解決するための取組。 

 （Ⅲ） 地方や離島・へき地において優れた実演芸術を鑑賞機会する機会が求められており、それを解決するための取組。 

 （Ⅳ） 地方の芸術団体のレベルアップが求められており、それを解決するための取組。 

 （Ⅴ） 芸術団体の経営基盤等の強化が求められており、それを解決するための取組（実践的な取組を含む調査研究）。 

 （ⅤⅠ） 障害者の優れた芸術作品の展示の促進が求められており、それを解決するための以下に掲げる取組。 
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はじめに 

 

公益な使命を達成しようとすれば、1回だけイベントをやれば

すむということはなく、それを継続し続けていくことが求め

られますが、そのためには組織を運営していくことが必要に

なります。第3は、「科学的なアプローチ」でそれに取り組む

ということです。日本に限らず、芸術関係の団体の経営は勘

や経験、あるいは精神論で苦難を乗り切ってきたという面が

あり、そこには尊敬すべき点が多々あります。しかし、現代社

会において組織を持続的に発展させ、公的使命を達成してい

くためには、どうしても科学的なアプローチが必要になって

きます。 

 

　アートマネジメントはイギリスで生まれアメリカで発展し

たと言われていますが、アメリカでこれが発展するきっかけ

となったのは、1960年代に連邦政府による芸術に対する

公的支援制度が開始されたことと大きく関係しています。こ

れまで民間によって支えられてきたアメリカの芸術団体が、

税金を財源とする支援を受けるにあたって、説明責任を強く

求められるようになりました。つまり、納税者に対して、自ら

の活動が税金を使用するに値する公益的な活動であること

を対外的に説明することが求められるのと同時に、税金を効

果的に活用して目的を達成するための組織内部のマネジメ

ントの効率化も求められるようになりました。アメリカでは

MBAコースに代表されるように、社会人が大学院でマネジ

メントを学んで自らのキャリアアップを目指すことが一般に

行われており、アートマネジメントの分野も全米中に相次い

で開設された大学院を通じて普及していきました。 

 

　日本においてアートマネジメントという言葉が盛んに使わ

れはじめたのは、1990年代です。当時の日本は、バブル経

済の影響もあり、全国に多数の立派な公立文化施設が建設

された時期でした。新たに建設された立派な施設で、いかに

して事業を行うのか、ということが多くの人々の関心事であり、

それを伝授するための研修会等が盛んに行われました。一方、

1990年には国の芸術文化振興基金が創設され、民間では

企業メセナ協議会が設立されました。芸術支援の拡充が期

待される中で、補助金獲得のノウハウを身につけたい、といっ

たニーズも高まってきました。事業実施やそのための補助

金獲得に向けてのノウハウを学ぶための研修が行われ、これ

らがアートマネジメント研修等と呼ばれることも多かったため、

いつのまにか、アートマネジメントとは事業を行うためのノウ

ハウのことだ、といった捉え方が広まったという経緯があり

ます。そのこと自体が特に問題ということではなく、当時とし

てはまさにそのようなノウハウが必要とされていたのです。 

 

　それから20年以上が経過した今日の日本において、芸術

組織に求められるマネジメント能力は、単に公演等の事業を

実施するためのノウハウだけではなくなっています。バブル

時代までとは異なり、公的資金の使い方に対する納税者の

目は厳しくなっています。また、NPO法制定や公益法人改革

等を経て、民間非営利団体に対する期待も高まっています。

さらに重要なことは、2001年の文化芸術振興基本法の制

定により、文化芸術を創造し享受することが人間の生まれな

がらの権利である、という文化権の考え方が日本においても

明文化されたことです。つまり、芸術は単なる愛好家のため

の趣味・娯楽ということだけではなく、人権でもあるわけです。

さらに、まちづくりや教育、社会包摂等、芸術が持つ様々な公

益が注目されるようになってきました。こうした中、オーケス

トラや劇団、美術館等といった芸術に関わる民間非営利団体

には高いアカウンタビリティが求められるようになってきて

います。 

 

　3. アートマネジメントの確立に向けて 

 

　公的使命の達成を目指す非営利芸術団体がアートマネジ

メントに取り組むにあたって、最も大きな課題の1つが財政

的基盤の確立です。営利企業であれば事業収入が費用を上

回ることで利益を生み出し、活動を継続させていきます。エ

ンタテイメント・ビジネスとして公演を行っている企業であれ

ば、チケット売り上げがコストを上回るように事業展開してい

くことになります。もちろん、非営利芸術団体の場合も、公演

を楽しみたい愛好家にチケットを販売しますし、こうした鑑

賞者を満足させ、売り上げを大きくしていくことは重要な目

標となります。ところが、非営利芸術団体の場合は、「儲かる

事業」だけを行うのではなく、収入を大きく拡大することが

困難な「儲からない事業」であっても、公的使命を達成する

ためにはそれらを行うことが必要になります。したがって、事業

収入が費用を上回らないことが一般的に生じてきます。費用と

事業収入の間に生じる、この差のことをインカムギャップと呼

びます。インカムギャップを放置していては、組織としての存

続ができなくなります。そこで、非営利芸術団体はインカム

ギャップを埋めるために、公的補助金や財団や企業等による

助成、法人や個人の寄付を集める活動を行います。 

 

　民間非営利芸術団体は、営利企業と同様に自らの事業収

入を増やすためのマーケティングを行うとともに、インカム

ギャップを埋めるためのファンドレイジングを行うことが必要

になります。チケットを販売したり寄付金を集めたりする際に、

知人を訪ねてお願いする、という方法はしばしば行われます

し、そこでは熱意が成功の鍵となるかもしれません。しかし、

このようなやり方は最初の何回かはうまくいくかもしれませ

んが、何年にもわたって継続していくことは難しいといえます。

そこで、顧客分析を科学的に行うことで効率的なマーケティ

ングを推進し、また、潜在的な支援者の立場や関心事を分析

することで効果的なファンドレイジングを行うことが重要と

なってきます。 

　東京交響楽団が「オーケストラのマーケティング・リサー

チと芸術団体のための戦略プラン構築事業」として取り組む

活動は、マーケティングやファンドレイジングに科学的な調査

や分析を導入しようとする試みです。アートマネジメント理

論の基礎においては、事業収入を増やす活動がマーケティン

グ、助成収入を増やす活動がファンドレイジングという区分

が一般的ですが、今回の事業では両者の重なる領域にもア

プローチします。つまり、チケットを買ってくれるコアな顧客の

中に、オーケストラの支援者となってくれる潜在的なサポー

ターが存在しているという仮説のもとに、顧客分析を行って

いきます。 

　この調査から得られるデータとその分析結果は、東京交響

楽団の顧客データをもとにしたものですので、もっぱら東京

交響楽団の今後の戦略策定に貢献するものとなります。し

かし、どの程度の予算をかけてどの程度の規模のマーケット

リサーチを行なえば、どういった情報が得られ、それをもとに

どういった事業展開ができるのか、という情報は、日本の様々

な舞台芸術団体が自らのマーケティングやファンドレイジン

グの計画を立てていく際の1つのモデルになるものと思わ

れます。 

 

事業収入　　　　　　＞　費用・・・組織の存続 

事業収入　　　　　　＜　費用・・・赤字？ 

事業収入＋助成収入　＞　費用・・・組織の存続 

♪ 

非営利芸術団体 

営利企業 

片山 泰輔 （かたやま たいすけ） 
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東京交響楽団の歴史と現状 

東京交響楽団　TOKYO SYMPHONY ORCHESTRA 

 

　1946年、第2次世界大戦によって中断された我が国の音

楽文化の再建と、新しい舞台音楽の公演を目標に「東宝交響

楽団」として創立し、1951年に「東京交響楽団」に改称しま

した。1956年に財団法人として認可され、ラジオ東京（現

TBS）、新日本放送（現毎日放送）、東芝レコードなどと録音契

約を結び、黄金時代を迎えます。 

　歴代の指揮者陣には往年の名指揮者アルヴィド・ヤンソンス、

近衛秀麿、上田仁などが名を連ね、外来音楽家が珍しかった時

代から、指揮者ではマゼール、ヨッフム、フルネ、カザルス、独

奏者ではバックハウス、オイストラフ、ケンプ、ロストロポーヴィ

チ等、世界的な名演奏家を迎えて多くの聴衆を魅了しました。 

　上田仁らが、毎回の定期演奏会で内外の新作初演に精力的

に取り組み、この功績に対して1952年に毎日音楽賞、1954

年に文部大臣賞が授与されました。 

　順風満帆だった当楽団も不況の影響を受け、企業の支援が

打ち切られた結果、1964年、経営困難から財団法人の解散

を余儀なくされます。しかし、楽団員の音楽に対する情熱と多

くの支援や声援に励まされ、翌年自主運営のオーケストラとし

て再建されました。 

　秋山和慶が弱冠22歳で専属指揮者に就任。その後音楽監

督・常任指揮者として定期演奏会のほか、依頼公演にも数多く

出演し、厳しい社会環境の中、積極的な演奏活動を続けました。

秋山和慶はその後40年間に亘り、広いレパートリーと精緻な

指揮により、楽団の音楽的基盤を作り上げました。 

　1988年（株）すかいらーくの創業者横川端が理事長に推挙

されたのを機に、長年の懸案であった財政基盤確立のための

資金援助が、（株）すかいらーくから約束されました。企業がオー

ケストラを支援するスタイルが注目され、これにより（株）すか

いらーくは1992年にメセナ大賞を受賞しています。 

　財政が安定し、80年代後半からは新たな個性を確立すべく

特に声楽付管弦楽作品に力を注ぎます。R.シュトラウス「サロ

メ」（1989年）、シェーンベルク「モーゼとアロン」（1994

年、邦人による日本初演、演奏会形式）、ラッヘンマンの歌劇「マッ

チ売りの少女」（2000年、日本初演、演奏会形式）、アダムズ

「エル・ニーニョ」（2003年、日本初演）、ヤナーチェク・オペ

ラシリーズなど、舞台上演形式によるオペラ公演でも新境地

を開拓しました。 

　これらの活動により、音楽之友社賞、京都音楽賞大賞、毎日

芸術賞、文化庁芸術作品賞、モービル音楽賞、サントリー音楽

賞等、日本の主要な音楽賞のほとんどを受賞しています。 

　2004年にはオランダの名匠ユベール・スダーンを音楽監

督に迎え、ハイドン、モーツァルト、シューベルトのチクルスを

組むなど、10年間に亘り特に古典からロマン派の音楽の充実

を図りました。 

　同年、川崎市のフランチャイズ・オーケストラとなり、定期演

奏会、特別演奏会、音楽鑑賞教室、市内施設への巡回公演など

のコミュニティ活動も積極的に行っています。その活動が高く

評価され、2013年に川崎市文化賞を受賞しました。1999

年から新潟市と準フランチャイズ契約を、八王子市では

2013年度より（公財）八王子市学園都市文化ふれあい財団

とパートナーシップ協定を結び、拠点形成によるコンサートや

アウトリーチ活動を展開しています。 

　また、新国立劇場ではレギュラーオーケストラ2団体のひと

つとして、オペラ・バレエ公演に出演しています。 

　子どものための演奏会にもいち早く取り組み、中でも「0歳

からのオーケストラ」（2007年～）は“次世代への音楽文化

の伝承に多大に寄与している”と高く評価され、2010年ひま

わり褒章を受賞しました。また、サントリーホールとの共催公

演「こども定期演奏会」（2001年～）は、日本で初めての“子

どものための定期演奏会”という、その斬新な発想に多方面

から注目が集まっています。 

　海外公演も1976年北米ツアーをはじめ53都市71公演

を行ない、いずれも音楽的な成果のみならず、社会的にも国

際交流の実を挙げています。 

　2011年内閣府より公益財団法人の認定を受け、さらに

2012年度より文化庁「トップレベルの舞台芸術創造事業

＜年間支援＞」初年度4オーケストラに選定されています。 

　近年、（株）すかいらーくの経営陣交代に伴い支援が打ち切

られ、再び苦境に立たされましたが、安定した経営基盤を求め、

2012年（株）エイチ・アイ・エス会長の澤田秀雄を理事長に迎

えます。現在は、文化庁の助成金に加え、（株）エイチ・アイ・エ

スをはじめとする、民間企業や個人の支援を基盤に演奏活動

を続けている“民”のオーケストラです。 

　2014年度シーズンからは、世界的指揮者のジョナサン・ノッ

トが第3代音楽監督に就任しました。 

　現在、正指揮者に飯森範親、首席客演指揮者にクシシュトフ・

ウルバンスキ、桂冠指揮者に秋山和慶、ユベール・スダーン、

名誉客演指揮者に大友直人を擁し、2016年の創立70周年

に向けて更に精度を上げた演奏を目指して活動を続けてい

ます。 

平成25年度 東京交響楽団 演奏会記録 平成25年度 東京交響楽団 収支 

全172公演 

■自主公演　44回 ■依頼公演　128回 

定期演奏会（サントリーホール） 10回 

川崎定期演奏会 5回 

東京オペラシティシリーズ 6回 

名曲全集（ミューザ川崎） 10回 

こども定期演奏会 4回 

特別演奏会 9回 

新潟定期演奏会 6回 

オペラ・バレエ公演 19回 

音楽鑑賞教室・青少年向け 28回 

放送録画 1回 

その他 74回 

収入 
12.91億円 

支出 
12.74億円 

演奏収入 
51.2％ 

入場券収入 
20.5％ 

自主公演 
19.7％ 

依頼公演 
19.3％ 

人件費 
43.8％ 

その他公演に係る支出 14.9％ 

その他支出 2.3％ その他 0.2％ 

その他事業収益 2.6％ 

民間支援 11.2％ 

公的支援 8％ 

寄附・会費 6.3％ 
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　我が国における芸術団体経営の現状と課題を踏まえ、東

京交響楽団は「文化庁平成26年度戦略的芸術文化創造推

進事業」の1つとして、「オーケストラのマーケティング・リ

サーチと芸術団体のための戦略プラン構築事業」に取り組み

ました。 

　本事業の趣旨・目的および内容は、以下のとおりです。 

　具体的な調査・研究活動を進めるにあたり、最も重要な課

題として掲げたのは、「年間の定期公演をまとめて購入して

くださる定期会員の増加」、そして「東京交響楽団に寄付し

てくださるサポート会員の増加」の2点です。 

　年間150回を超える演奏活動で、たいへん多くのお客さ

まに東京交響楽団の演奏を聴いていただいています。しかし、

東京交響楽団の定期会員やサポート会員になってくださって

いるのは、その一部のお客さまに限られています。では、より

多くのお客さまに定期会員となっていただくためには、どう

すればよいのでしょうか。また、どのような活動をアピールす

ることが、「東京交響楽団をサポートしよう」という会員さま

の増加に繋がるのでしょうか。 

　一口に東京交響楽団の演奏会といっても、様々なタイプの

コンサートがあります。そこに来ていただいているお客さまは、

どのような方なのでしょうか。どこで演奏会のことを知り、ど

うして演奏会を聴きに来ようと思ったのでしょうか。東京交

響楽団の様々なタイプの演奏会に来てくださっているお客さ

まについて、基本的な事柄を知ることがまずは大切だと考え

ました。 

　一方、現在、東京交響楽団の定期会員になっているお客

さまは、どのような趣味や嗜好があり、東京交響楽団にどの

ような期待があるのでしょうか。とりわけ長期間定期会員に

なっている会員さまは、どのようなお考えを持っているので

しょうか。深い関係を有するお客さまを、より深く知ることも

大切です。 

　広く情報を集めることと、深く情報を集めること。この2つ

のアプローチで調査設計いたしました。 

本事業の趣旨・目的、内容 調査設計における課題と仮説 

●オーケストラをはじめとした実演芸術団体には、様々な公益的な役割が期待されている。 

●先端的な創造活動や、芸術文化の発展のための研究的な活動・教育普及活動などの社会貢献活動等は事業収入だ

けでは成立しがたく、助成収入の拡充が不可欠である。一方、事業収入の中核を占める演奏会については、聴衆の

高齢化や減少が問題となっており、若年層の開拓や育成が求められている。 

●オーケストラも、企画や販売面での対策をしてきているが、これまで本格的なマーケットリサーチを実施できず、抜

本的解決策を見出せていない。そこで本事業では、そのための第一歩として、これまでのような単発の調査とはこ

となる、体系的かつ継続的な調査研究活動を行う。 

●これらの研究を通じて、若年層鑑賞者やリピーターの開拓をはじめとした、鑑賞者拡大に向けてのマーケティング

戦略の方向性を導く。あわせて、鑑賞者としてだけでなく、様々な公益的な活動を実施するオーケストラの支援者

としての可能性についても分析を行い、ファンドレイジング強化の方策も検討する。 

●これらの取り組みを通して、オーケストラ等の芸術文化団体が顧客分析を通じて、鑑賞者拡大と支援者拡大という

二重のマーケティングを展開する際に応用可能なモデルを提示する。 

マーケティング研究会の立ち上げ 

マーケターや学術経験者などと東京交響楽団スタッフによる調査、研究の戦略立案の拠点としてマーケティング研究

会を発足させる。研究会では、「調査の企画」「調査結果の分析」「分析結果を踏まえた鑑賞者拡大および支援者拡大

に向けての戦略の検討」を行う。 

調査の実施 

既存情報の収集（政府資料、各種団体調査資料、関係者インタビュー） 

楽団顧客等への調査 

　　　調査対象： 定期会員、1回券のチケット購入者、サポート会員 

　　　調査項目： 演奏会や楽団に対する意識、鑑賞行動、支援に対する関心、PVに対する意見・感想　等 

　　　調査方法： 顧客リストに基づく郵送調査、演奏会会場での調査　等 

成果発表 

研究会で検討した内容のうち、他の芸術団体等にとって参考となる知見を広く普及するための報告会を一般公開で実

施する。 

事
業
の
趣
旨
・
目
的 

事
業
の
内
容 

〈仮説〉東京交響楽団の定期会員の流入／流出の模式図 

東京交響楽団スタッフ 

大野 順二（専務理事 楽団長） 

中塚 博則（業務執行理事 事務室長） 

梶川 純子（支援開拓本部 本部長） 

高瀬 緑（広報本部 広報担当 課長） 

美濃部 敦（支援開拓本部） 

山田 道子（チケット販売本部） 

外部有識者 

片山 泰輔（静岡文化芸術大学 文化政策学部 芸術文化学科 教授） 

河上 宏志（株式会社ライブ・マーケティング 代表取締役） 

三角 謙太郎（株式会社ライブ・マーケティング） 

橋本 祐一（株式会社フェイス 企画営業本部 部長） 

日々の暮らしのなかで 

　 

どんな趣味を 
大事にしているか 

　 

そのなかで 
文化・芸術には 
どれくらい 

力を入れているか 

　 

音楽 

　 

クラシック 

　 

コンサート 

　 

オーケストラ 

　 

東京交響楽団 

お金 

時間 

興味・愛着 
の投資配分 

定期会員の流入／流出 

第九と四季 

0歳からのオーケストラ こども定期 

他オケの 
定期会員からの 
流入／流出 

知人の紹介 
社会貢献活動の一環 
東京交響楽団への共感 

1回券での来客 
その他 
自主公演 

定期公演 

サントリー定期 

川崎定期 

オペラシティ 
シリーズ 

依頼公演 

定期会員 
 楽団との関係の変化 

（知人の退団など） 

趣味／娯楽等の 
重点が変化 

経済的な理由 

自然減（健康上の 
理由、転居など） 

経済的な理由 
経営的な理由 

寄付会員 

オペラシティ 
シリーズ 

川崎定期 

サントリー定期 

こども定期 
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具体的な調査活動 

　東京交響楽団では、これまでも演奏会場でのアンケート調

査を実際したことがありましたが、くわしい分析に足りる回答

数が集まりませんでした。くわしい分析をするためには、

300～400サンプル程度のアンケート票が必要なのですが、

過去の実施例では150サンプル程度しか回収できなかった

のです。一般的な調査では、回収数が足りない場合は、より多

くの対象者にアンケート票を配布するのですが、演奏会の場

合、その日に来場するお客さまの数は、会場の規模によって

規定されてしまいます。そこで回収率を上げるために、下記

のような工夫をいたしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

　その結果、予想以上の回収率となりました（下表参照）。と

りわけ、アンケートプレゼントを用意した調査では、4割以上

という高い回収率です。「0歳からのオーケストラ」「こども

定期演奏会」は親子連れのお客さまが多いということを考え

ると、来場者のほとんどの方がアンケートにお答えいただい

たと言ってもよいかもしれません。 

　実は、演奏会に足を運ぶようなお客さまは、その演奏団体

を何かしら気に入っているのですから、「いろいろ意見を言い

たい」「感想や要望を聞いてもらいたい」と思っている方も

多いはずです。アンケート調査や情報収集の工夫しだいで、

多くのお客さまの意見を取り入れることができるのです。 

　なお、定期会員向け郵送調査も751サンプルと、大勢の会

員さまからご回答いただくことができました。 

　まずは“広く情報を集める”ために、2014年度に開催さ

れたコンサートの中から、タイプの異なる演奏会を4つ選び、

来場したお客さまを対象とするアンケート調査を実施しました。 

　さらに“深く情報を集める”ために、東京交響楽団の定期会

員のみなさまを対象として、趣味や音楽の嗜好、年間のクラ

シックコンサートへの参加状況から、東京交響楽団の印象や

評価、将来への期待などのご意見をくわしく伺う、全12ペー

ジのアンケート調査を郵送で実施しました。 

回収率向上の工夫と回収状況 

■「0歳からのオーケストラ」 
東京交響楽団と、動物の着ぐるみを着た金管五重奏
団ズーラシアン・ブラスの共演による、0歳児から入
場できるコンサート。控室やロビーに、臨時の授乳室、
おむつ交換室等を設営し、乳児の来場に備えている。 
 
日時 ： 2014年8月1日（金） 

　　　11時開演／14時30分開演 

会場 ： 東京芸術劇場コンサートホール 

出演 ： 金管五重奏 ： ズーラシアンブラス、指揮 ： 井田勝大 

曲目 ： 高橋宏樹 ： ストローラー・マーチ、ストラヴィンスキー ： バレエ音楽「火の鳥」

より“カスチェイ王の魔の踊り”、ズーラシアンブラスと東響が繰り広げる「金管

オリンピック」、みんなで歌おう！「さんぽ」、ジョン・ウィリアムズメドレー　ほか 

■「こども定期演奏会 第51回」 
2001年に開始した世界でも珍しいこどものため
の年4回の本格的“定期演奏会”。 
 
日時 ： 2014年9月6日（土）11時開演 

会場 ： サントリーホール 

出演 ： 指揮 ： 三ツ橋敬子、ソプラノ ： 馬原裕子、バス ： 鹿野

由之、児童合唱 ： 東京少年少女合唱隊　ほか 

曲目 ： ロッシーニ ： 歌劇「ウイリアム・テル」序曲、ドニゼッ

ティ ： 「愛の妙薬」よりドゥルカマーラのカヴァティーナ、プッチーニ ： 「ラ・ボ

エーム」第2幕抜粋“ムゼッタのアリア”ほか、ヴェルディ ： 歌劇「アイーダ」

凱旋の行進 

■「第626回定期演奏会」 
2014年度から音楽監督に就任したジョナサン・ノッ
トが指揮する定期演奏会。 
 
日時 ： 2014年12月13日（土）18時開演 

会場 ： サントリーホール 

出演 ： 指揮 ： ジョナサン・ノット 

曲目 ： ワーグナー ： ジークフリート牧歌、ブルックナー ： 交

響曲 第3番 ニ短調 WAB103「ワーグナー」 

■「『第九と四季』2014」 
ベートーヴェンの「第九」と、桂冠指揮者 秋山和慶
がチェンバロの弾きぶりをするヴィヴァルディ「四季」
～“春”“冬”を組み合わせた年末恒例の公演。 
 
日時 ： 2014年12月28日（日）・29日（月）14時開演 

会場 ： サントリーホール 

出演 ： 指揮&チェンバロ ： 秋山和慶、ヴァイオリン ： 神尾真

由子、ソプラノ ： コ・ヒョナ、メゾ・ソプラノ ： 清水華

澄、テノール ： ヴィル・ハルトマン、バス ： 妻屋秀和、合唱 ： 東響コーラス 

曲目 ： ヴィヴァルディ ： 協奏曲集「四季」～春・冬、ベートーヴェン ： 交響曲 第9番

「合唱付」 

「0歳からのオーケストラ」　2公演 

「こども定期演奏会 第51回」 

「第626回定期演奏会」 

「『第九と四季』2014」　2公演 

1,130 

725 

429 

175 

152

40.8% 

43.0% 

28.6% 

4.6% 

8.7%

2,767 

1,688 

1,499 

3,781 

1,742

インセンティブ 

ミルキー 

クリアファイル 

なし 

なし 

なし 

筆記用具 

あり 

あり 

あり 

なし 

なし （参考）「こども定期演奏会 第43回」 

「0歳からのオーケストラ」の調査票（左）と 

「こども定期演奏会 第51回」の調査票（右）。 

「こども定期演奏会 第51回」アンケートプレゼントのオリジナル・クリア 

ファイル。 

● 全体計画・調査設計 

● 第1回来場者調査 
　「0歳からのオーケストラ」 

● 第2回来場者調査 
　「こども定期演奏会 第51回」 

● 定期会員向け 
　 郵送調査 

● サポート会員対象のグループインタビュー 

● 第3回来場者調査 
　「第626回定期演奏会」 

● 第4回来場者調査 
　「『第九と四季』2014」 

● 調査報告 

● プロモーションビデオについての 
　 ウェブ調査 

① 調査用紙の工夫 

　 ・・ 演奏会の休憩中に簡単に記入できるボリューム 

　 ・・ 一般的なアンケート用紙より、目を引くデザイン 

② 配布方法の工夫 

　 ・・ 会場で東京交響楽団のスタッフが手渡しする 

　 ・・ アンケート用紙に筆記器具を付ける 

③ インセンティブ（回答の御礼）の工夫 

　 ・・ 演奏会の来場者に合ったプレゼントを用意 

アンケートの配付の工夫 
来場者数 回収数 回収率 

7
月 

8
月 

9
月 

10
月 

11
月 

12
月 

1
月 

2
月 

3
月 

「0歳からのオーケストラ」会場でのアン

ケート回収風景（上）とインセンティブと

して（株）不二家から提供されたミルキー

小箱（右）。 
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　「0歳からのオーケストラ」コンサートは、

乳幼児連れでオーケストラコンサートを楽し

める演奏会なので、8割以上の方は「ご家族

と同伴」で、来場者のほぼ半数は子どもです。

また、当コンサートが「初めて」という方が4

分の3以上を占めています。 

　では、どこでコンサートの情報を知ったか

というと、「友人・知人から教えてもらった」と

「チラシやポスターで」がそれぞれ約20％と

なっています。「14時半の回」では「生協」

が高くなっていますが、これは東京交響楽団

から生協経由で告知を図った結果と思われ

ます。「友人・知人から教えてもらった」と答

えている方の情報源は、もしかしたら、“既に

当コンサートを体験した方”、つまり当コンサー

トに来るのが「2回目」「3回目」の方々なの

かもしれません。 

　コンサートの満足度を見てみましょう。「曲

目」「演奏」をはじめ、ほとんどの評価項目で

「大変よかった」と「良かった」の合計値が7

割を超えており、「全体として」約75％のお

客さまが満足を感じています。大変満足した

お客さまの幾人かは、次回も来場する可能性

があり、お友だちに「0歳からのオーケストラ」

を紹介するのではないかと推察されます。 

　ところで、「0歳からのオーケストラ」に来

ようと思った理由は何でしょう。2つの理由が

突出しています。1つは「乳幼児同伴で愉し

めるコンサートだから」で、もう1つは「私が

来たいと思ったので」なのです。実は「クラシッ

クコンサートには興味があるが、ほとんど行

く機会がない」という方が、半数以上を占め

ています。限られた時間のなかで、それでも

クラシックコンサートを楽しみたいというお

客さまが、「0歳からのオーケストラ」にいらっ

しゃるお母さま方なのです。 

調査結果（1）　0歳からのオーケストラ 

大人 
（943人） 
52.1％ 

乳児 
46.5％ 

初めて 
81.1％ 

初めて 
75.8％ 

幼児 
33.4％ 

小学生 
21.5％ 

中学生 1.5％ 

無回答 
0.8％ 

無回答 
0.6％ 3回以上 

8.0％ 

2回目 
10.2％ 

3回以上 
12.7％ 

2回目 
10.9％ 

乳児 
48.6％ 

幼児 
32.0％ 

小学生 
19.1％ 

中学生 1.1％ 

子ども 
（868人） 
47.9％ 

大人 
（750人） 
53.4％ 

子ども 
（654人） 
46.6％ 

81.1％ 

10.7％ 
5.7％ 

1.0％ 

84.4％ 

11.5％ 
4.9％ 1.3％ 

11時の回 （N＝488） 14時半の回 （N＝628） 

11時の回 （N＝488） 14時半の回 （N＝628） 

11時の回 （N＝318） 14時半の回 （N＝404） 

11時の回 （N＝488） 14時半の回 （N＝628） 

11時の回 
（N＝483） 

14時半の回 
（N＝609） 

0％ 

20％ 

40％ 

60％ 

80％ 

100％ 

0％ 

20％ 

40％ 

60％ 

80％ 

100％ 

家
族 

友
人 

そ
の
他 

無
回
答 

家
族 

友
人 

そ
の
他 

無
回
答 

● コンサート来場時の同伴者（複数回答） 

● 参加者の大人と子どもの比率 

● 参加した子どもの年代 

●「0歳からのオーケストラ」来場経験 

●「0歳からのオーケストラ」のコンサート情報の入手媒体（複数回答） 

0％ 

5％ 

10％ 
15％ 

20％ 

25％ 
30％ 

友
人
・
知
人
か
ら
教
え
て
も
ら
っ
た 

チ
ラ
シ
や
ポ
ス
タ
ー
で 

生
協 

ズ
ー
ラ
シ
ア
ン
ブ
ラ
ス
の 

HP
で（
メ
ル
マ
ガ
等
含
む
） 

毎
年
恒
例
な
の
で
知
っ
て
い
た 

東
京
交
響
楽
団
か
ら
の
DM
で 

プ
レ
イ
ガ
イ
ド
で（
メ
ル
マ
ガ
等
含
む
） 

朝
日
新
聞
の
広
告
で 

百
貨
店
や
ク
レ
ジ
ッ
ト 

カ
ー
ド
の
情
報
誌
な
ど 

東
京
交
響
楽
団
の
HP
で 

職
場
・
共
済 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト 

（
ネ
ッ
ト
で
検
索
等
） 

読
売
新
聞
の
広
告
で 

フ
ァ
ミ
レ
ス
の
レ
ジ
に
有
る
映
像
で 

そ
の
他 

●「0歳からのオーケストラ」来場理由 

乳
幼
児
同
伴
で
愉
し
め
る 

コ
ン
サ
ー
ト
だ
か
ら 

私
が
来
た
い
と
思
っ
た
の
で 

子
ど
も
が
来
た
が
っ
た
の
で 

友
人
・
知
人
に
す
す
め
ら
れ
て 

毎
年
恒
例
な
の
で 

マ
ス
コ
ミ
な
ど
の
情
報（
音
楽 

教
育
の
大
切
さ
等
）を
知
っ
て 

教
育
関
係
者（
学
校
や
保
育 

園
な
ど
）に
す
す
め
ら
れ
て 

そ
の
他 

無
回
答 

0％ 
10％ 
20％ 
30％ 
40％ 
50％ 
60％ 
70％ 

■無回答 ■クラシックコンサートにはあまり興味がない 
■クラシックコンサートには興味があるが、ほとんど行く機会がない 

■夏休みや年末など、年に1～2回はクラシックコンサートに行く 

■気に入ったものを選んで、年に数回はクラシックコンサートに行く 

■定期会員になっており、定期的に 
　クラシックコンサートに行く 

■無回答　■良くなかった　■あまり良くなかった　■普通　■まあ良かった　■良かった　■大変良かった 

■無回答　■不満　■やや不満　■どちらでもない　■やや満足　■満足　■大変満足 

● クラシックコンサートの受容性について 

● コンサートの満足度 

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％ 

上段　  11時の回（N＝482）　　　下段　  14時半の回（N＝609） 

5.8％ 

2.5％ 

55.7％ 13.3％ 21.7％ 

1.0％ 

4.3％ 

2.8％ 

61.2％ 12.0％ 17.7％ 

2.0％ 

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％ 0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％ 0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％ 

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％ 0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％ 0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％ 

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％ 0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％ 0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％ 

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％ 0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％ 

1. 曲目 2. 演奏 3. 演奏時間 

4. 演出 5. 司会 6. 会場の雰囲気 

7. 会場の係員の応対 8. トイレなどの施設 

10. チケットの価格 11. 全体として 

9. おむつ交換室、授乳室 

75.1％ 

73.2％ 

79.5％ 

82.3％ 

80.1％ 

77.0％ 

51.5％ 

51.1％ 

87.3％ 

88.7％ 

77.8％ 

77.5％ 

75.3％ 

77.5％ 

80.9％ 

80.6％ 

66.2％ 

60.8％ 

75.3％ 

73.1％ 

49.8％ 

47.6％ 

11時の回（N＝488） 
14時半の回（N＝628） 

11時の回（N＝488） 
14時半の回（N＝628） 
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 「こども定期演奏会」は、“定期演奏会”とい

う名のとおり、年4回シリーズの本格的な定

期演奏会です。そのため、当コンサートの来

場者には、4回シリーズを購入した「年間会員」

のお客さまと、「1回券」を購入して訪れたお

客さまという、2つのグループがいます。その

比率は、今回の調査では約9：1となっています。 

　2つのグループの大きな違いは、来場経験

です。1回券のグループの約半数は「はじめて

来た」のですが、年間会員の9割以上は、「2～

3回目」以上となっています。そもそも年間

会員の方は、「2年目」「3～4年目」「5年以上」

がそれぞれ約17％。つまり半数以上のお客

さまは、何年も継続して聴きに来ている方な

のです。 

　コンサート情報の入手経路を見ると、いず

れのグループも「友人・知人から教えてもらっ

た」が1位となっていますが、とりわけ1回券

の方は突出しています。年間会員の友人から

の情報提供が推察されます。 

　来場理由の上位3つは、いずれのグループ

も、「私がコンサートに来たかったので」「子ど

もにクラシック音楽に親しんでもらいたいので」

「子どもにオーケストラを聴かせたかったので」

なのですが、年間会員は、「子どもにクラシッ

ク音楽に親しんでもらいたいので」「子ども

にオーケストラを聴かせたかったので」が、と

りわけ高いことに特徴があります。 

　さらに、クラシックコンサートの受容性につ

いて、年間会員の継続年数別に細かく見ると、

長く継続している方になればなるほど、「年

に数回は行く」「こども定期演奏会以外の定

期会員になっている」割合が高くなります。

クラシックコンサートには、「経験を重ねるご

とに、さらにいろいろ経験したくなる」という

傾向があるのかもしれません。 

調査結果（2）　こども定期演奏会 第51回 

0％ 

20％ 

40％ 

60％ 

80％ 

100％ 

0％ 

20％ 

40％ 

60％ 

80％ 

100％ 

67.1％ 
55.1％ 

8.7％ 
14.5％ 

7.2％ 

17.4％ 13.7％ 

6.4％ 2.6％ 

13.7％ 

家
族
・
親
せ
き 

家
族
・
親
せ
き 

友
人
・
知
人
か
ら
教
え
て
も
ら
っ
た 

毎
年
恒
例
な
の
で 

私
が
コ
ン
サ
ー
ト
に 

来
た
か
っ
た
の
で 

子
ど
も
と
サ
ン
ト
リ
ー 

ホ
ー
ル
に
来
た
か
っ
た
の
で 

子
ど
も
が
来
た
が
っ
た
の
で 

子
ど
も
に
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
に 

親
し
ん
で
も
ら
い
た
い
の
で 

子
ど
も
に
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
を 

聴
か
せ
た
か
っ
た
の
で 

友
人
・
知
人
の
誘
い
で 

学
校
や
音
楽
教
室
で 

薦
め
ら
れ
た
の
で 

そ
の
他 

無
回
答 

サ
ン
ト
リ
ー
ホ
ー
ル
の 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で 

演
奏
会
場
で
配
る
チ
ラ
シ
を
見
て 

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
や 

百
貨
店
な
ど
の
情
報
誌
で 

こ
ど
も
定
期
演
奏
会
の 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で 

新
聞
の
広
告
で 

サ
ン
ト
リ
ー
ホ
ー
ル
・
メ
ン
バ
ー
ズ
・ 

ク
ラ
ブ
の
お
知
ら
せ
で 

東
京
交
響
楽
団
か
ら
の
DM
で 

新
聞
や
雑
誌
の
記
事
で 

学
校
や
音
楽
教
室
で
チ
ラ
シ
を
見
て 

東
京
交
響
楽
団
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で 

プ
レ
イ
ガ
イ
ド
で 

（
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
等
含
む
） 

サ
ン
ト
リ
ー
ホ
ー
ル
の
情
報
誌
で 

フ
ァ
ミ
レ
ス
な
ど
の
レ
ジ
広
告
で 

そ
の
他 

子
ど
も
の
友
だ
ち
や
そ
の
家
族 

子
ど
も
の
友
だ
ち
や
そ
の
家
族 

自
分
の
友
だ
ち
や
そ
の
家
族 

自
分
の
友
だ
ち
や
そ
の
家
族 

そ
の
他 

そ
の
他 

無
回
答 

無
回
答 

「こども定期演奏会」の情報入手媒体（複数回答） 
当日のコンサート情報の入手媒体（複数回答） 

● 参加者の大人と子どもの比率 

● クラシックコンサートの受容性について（複数回答） 

● コンサートの満足度 

●「こども定期演奏会」来場経験 

●「こども定期演奏会」年間会員 
　 の継続年数 

大人 
（67人） 
63.8％ 

子ども 
（38人） 
36.2％ 

大人 
（805人） 
56.5％ 

子ども 
（620人） 
43.5％ 

年間会員 

1回券 

■はじめて来た　■2～3回目　■4～7回目　■8回以上　■わからない　■無回答 

■東京交響楽団の定期会員（こども定期以外）に 
　なっており、定期的にクラシックコンサートに行く 

■東京交響楽団以外の楽団の定期会員になっており、 
　定期的にクラシックコンサートに行く 

■気に入ったものを選んで、 
　年に数回はクラシックコンサートに行く 

■夏休みや年末など、 
　年に1～2回は 
　クラシックコンサートに行く 

■クラシックコンサートには 
　興味があるが、 
　ほとんど行く機会がない 

■クラシックコンサートにはあまり興味がない 

■無回答 

1回券（N＝69） 

1年目（N＝213） 

2年目（N＝116） 

3～4年目（N＝111） 

5年以上（N＝155） 0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％ 

7.3％ 29.0％ 17.5％ 33.8％ 

0.9％ 

11.4％ 

52.2％ 23.2％ 7.2％ 
5.8％ 
0.0％ 

11.6％ 

0％ 

10％ 

20％ 

30％ 

40％ 

50％ 

0％ 

10％ 

20％ 

30％ 

40％ 

50％ 

60％ 

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％ 120％ 

演奏会の選曲 

（コンサートの内容について） 

指揮者 

ソリストや歌手 

オーケストラ 

司会やお話 

演奏会の 
開催日、開演時間 

（総合評価） 

チケットの価格 

全体として 

演奏会の選曲 

指揮者 

ソリストや歌手 

オーケストラ 

司会やお話 

演奏会の 
開催日、開演時間 

チケットの価格 

全体として 

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％ 0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％ 

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％ 0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％ 

61.6％ 

69.5％ 

66.9％ 

61.4％ 

73.5％ 

61.4％ 

68.6％ 

67.8％ 

68.1％ 

76.8％ 

76.8％ 

79.7％ 

68.1％ 

68.1％ 

60.9％ 

73.9％ 

■無回答　■不満　■やや不満　■どちらでもない　■やや満足　■満足　■大変満足 

■無回答　■良くなかった　■あまり良くなかった　■普通　■まあ良かった　■良かった　■大変良かった 

● コンサート来場時の同伴者（複数回答） 

（N＝656） 

（N＝656） 

年間会員 1回券 

年間会員 

1回券 

年間会員 1回券 

年間会員 1回券 

年間会員 1回券 

（N＝69） 

（N＝656） （N＝69） 

（N＝656） （N＝69） 

（N＝656） 

●「年間会員」と「1回券」での 
　 来場者の比率 （N＝725） 

（N＝656） 

（N＝69） 

（N＝69） 

● ●「こども定期演奏会」来場理由 

年間会員（N＝656） 
1回券（N＝69） 

年間会員（N＝656） 
1回券（N＝69） 

年間会員 
90.5％ 

1回券 9.5％ 

1年目 
（今年が  
 はじめて） 
32.5％ 

2年目 
17.7％ 

3～4年目 
16.9％ 

5年以上 
17.5％ 

無回答 
13.3％ 

わからない 
2.1％ 

年間会員 

24.6％ 18.8％ 

0.9％ 

1.7％ 35.3％ 8.6％ 31.0％ 
2.6％ 1.7％ 

14.4％ 15.3％ 

12.2％ 

2.7％ 

17.4％ 

46.0％ 

53.9％ 

3.6％ 
5.4％ 

9.6％ 
3.5％ 

24.4％ 22.1％ 42.3％ 
4.2％ 1.9％ 

17.4％ 37.7％ 
4.3％ 4.3％ 

15.5％ 

20.7％ 

19.8％ 

14.8％ 
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　「第626回定期演奏会」の来場者は、「0歳

からのオーケストラ」や「こども定期演奏会」

とは大きく異なります。「0歳からのオーケス

トラ」や「こども定期演奏会」の来場者はお子

さま連れのお母さま、つまり女性が中心でし

たが、「第626回定期演奏会」の来場者の約

7割は男性で、50代が約30％と最も多く、

50代以上で過半数を占めます。同居家族の

人数にも特徴があり、1人世帯や2人世帯が

過半数を占めます。 

　コンサート情報の入手媒体を見ると、1番

多いのは「演奏会場で配られるチラシ」、次い

で「演奏団体からのDM」「演奏団体のホーム

ページ」となり、「0歳からのオーケストラ」や

「こども定期演奏会」のお母さま方にとって

1番の情報入手先であった「友人・知人」は

6番目に後退しています。 

　来場理由は、「定期会員なので」が1番と

なっていますが、それ以降は「今日、登場する

指揮者が聴きたいので」「今日、演奏される

曲を聴きたいので」と音楽的な関心が上位

を占めます。 

　好きな音楽のジャンルは、幅広くクラシック

全般に広がっています。独墺系のロマン派を

筆頭に、古典派や各国のロマン派の音楽に人

気が集まっていますが、20世紀以降の音楽（ク

ラシック）も約40％の方が「好き」と答えて

います。 

　クラシックコンサートにも数多く訪れていま

す。回答者には「定期会員」の方が含まれます

ので、「東京交響楽団の演奏会」に年間4～10

回聴きに来ている方が多いのはもちろんです

が、「東京交響楽団以外の演奏会」や「海外の

オーケストラ」にも数多く足を運んでいます。 

　定期演奏会の来場者の方々は、たいへんな

クラシック好き、オーケストラ愛好家であるよ

うです。 

● 性別 

● 年齢 

● 同居している家族の人数 

● 職業 

● 居住地 

調査結果（3）　第626回定期演奏会 

男性 
69.4％ 

女性 
26.4％ 

無回答 
4.2％ 

1人 
35.5％ 2人 

19.2％ 

3人 
11.7％ 

4人 6.1％ 

5人 0.7％ 
無回答 10.7％ 

0人 
16.1％ 

0％ 

5％ 

10％ 

15％ 

20％ 

25％ 

30％ 

35％ 

10
代 

20
代 

30
代 

40
代 

50
代 

60
代 

70
代 

80
代 

90
代
以
上 

無
回
答 

定
期
会
員
な
の
で 

演
奏
会
場
で
配
ら
れ
る
チ
ラ
シ
で 

演
奏
団
体
か
ら
の
DM
で 

演
奏
団
体
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で 

音
楽
事
務
所
の
HP
や
メ
ル
マ
ガ
、DM
で 

音
楽
雑
誌
の
記
事 

友
人
・
知
人
か
ら
の
情
報 

音
楽
雑
誌
の
広
告 

プ
レ
イ
ガ
イ
ド
の
HP
や
メ
ル
マ
ガ 

新
聞
の
広
告 

演
奏
会
場
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で 

新
聞
の
記
事 

演
奏
会
場
の
ポ
ス
タ
ー
で 

家
族
か
ら
の
情
報 

演
奏
団
体
の
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
や
ツ
イ
ッ
タ
ー
で 

一
般
雑
誌
の
記
事 

一
般
雑
誌
の
広
告 

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
や 

百
貨
店
な
ど
の
情
報
誌 

駅
貼
り
ポ
ス
タ
ー
で 

そ
の
他 

ク
ラ
シ
ッ
ク（
バ
ロ
ッ
ク
以
前
） 

ク
ラ
シ
ッ
ク（
古
典
派
） 

ク
ラ
シ
ッ
ク（
ロ
マ
ン
派
・
独
墺
系
） 

ク
ラ
シ
ッ
ク（
ロ
マ
ン
派
・
伊
仏
系
） 

ク
ラ
シ
ッ
ク（
ロ
マ
ン
派
・
東
欧
系
） 

ク
ラ
シ
ッ
ク（
ロ
マ
ン
派
・
ロ
シ
ア
系
） 

ク
ラ
シ
ッ
ク（
ロ
マ
ン
派
・
北
欧
系
） 

ク
ラ
シ
ッ
ク（
ロ
マ
ン
派
・
そ
の
他
系
） 

ク
ラ
シ
ッ
ク（
20
世
紀
以
降
） 

吹
奏
楽（
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
） 

ジ
ャ
ズ（
海
外
お
よ
び
邦
人
） 

洋
楽（
ロ
ッ
ク
、ポ
ッ
プ
ス
ほ
か
） 

邦
楽（
Ｊ
ポ
ッ
プ
） 

邦
楽（
歌
謡
曲
や
演
歌
） 

日
本
の
伝
統
音
楽 

そ
の
他 

海
外
の
民
族
音
楽 

あ
て
は
ま
る
も
の
は
な
い 

無
回
答 

そ
の
他 

東
京
交
響
楽
団
を
聴
き
た
い
の
で 

今
日
、登
場
す
る
指
揮
者
が
聴
き
た
い
の
で 

今
日
、演
奏
さ
れ
る
曲
を
聴
き
た
い
の
で 

今
日
、演
奏
さ
れ
る
曲
の
作
曲
者
が
好
き
な
の
で 

サ
ポ
ー
ト
会
員
の
ご
案
内
で 

チ
ケ
ッ
ト
を
頂
い
た
の
で 

自
分
で
チ
ケ
ッ
ト
を
購
入
し
た
の
で 

付
き
添
い
・
同
行
者
と
し
て 

会社員 
35.5％ 

東京都 
（23区） 
44.4％ 

東京都（23区以外） 10.5％ 川崎市 4.9％ 

川崎市以外の 
神奈川県 10.3％ 

千葉県 9.8％ 

埼玉県 8.2％ 

その他 6.8％ 

専業主婦 8.2％ 

その他 1.9％ 

無回答 5.1％ 

無回答 5.4％ 学生 
2.1％ 

会社役員 6.3％ 
公共団体職員 10.3％ 公共団体役員 4.2％ 

自営業 7.7％ 

パート・アルバイト 2.8％ 

無職 15.7％ 

0％ 

10％ 

20％ 

30％ 

40％ 

60％ 

50％ 

0％ 

10％ 

20％ 

30％ 

40％ 

50％ 

0％ 

20％ 

40％ 

60％ 

80％ 

100％ 

● 好きな音楽ジャンル（複数回答） 

● クラシックのコンサート情報の入手媒体（複数回答） 

● クラシックコンサートの年間来場回数 

東京交響楽団の演奏会 

東京交響楽団以外の 
国内オーケストラの演奏会 

海外のオーケストラの演奏会 

●「第626回定期演奏会」来場理由（複数回答） 

好きなジャンル 
一番好きなジャンル 

（N＝428） 
（N＝428） 

（N＝428） 

（N＝428） 

（N＝428） 
（N＝428） 

（N＝428） 

（N＝428） 
（N＝428） 

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％ 

■0回　■1～3回　■4～10回　■11～20回　■21～30回　■31～50回　■51回以上　■無回答 

45.8％ 29.2％ 19.6％ 

2.3％ 

1.4％ 

18.2％ 25.7％ 22.9％ 12.9％ 7.2％ 

5.6％ 27.6％ 46.5％ 17.3％ 

7.7％ 

3.7％ 

1.2％ 

14 15



　いまや年末の風物詩となったベートーヴェ

ンの交響曲第九演奏会。東京交響楽団でも「第

九と四季」と題して第九演奏会を毎年開催し

ており、大勢のお客さまが来場します。このコ

ンサートの来場者には、どのような特徴があ

るでしょうか。 

　男女の構成比や家族構成、年代や職業など、

来場者の属性を見てみると、「第626回定期

演奏会」の来場者と比べて、それほど大きな

隔たりはありません。 

　コンサート情報の入手媒体が、1位「演奏会

場で配られるチラシ」、2位「演奏団体からの

DM」というのも同様です。 

　しかし来場理由を見ると、だいぶ様子が違

います。「第九が好き」「1年の締めくくりは『第

九』を聴きたいので」「毎年恒例なので」と

いう方が大変多く、上位3つを占めます。「指

揮者」「ソリスト」などの音楽的な興味関心よ

りは、年末の行事として来場しているお客さ

まが多いようです。 

　好きな音楽ジャンルを見ても、古典派と独

墺系のロマン派を好きな方が多く、「第626

回定期演奏会」の来場者で人気のあったロシ

ア系のロマン派や20世紀以降の音楽（クラ

シック）は、だいぶ人気が下がります。 

　年間のクラシックコンサートへの来場回数も、

それほど多くはありません。東京交響楽団の

演奏会に「1～3回」と答えた方の多くは、こ

の日の第九演奏会に来たことを数えているの

ではないでしょうか。 

　アンケート票の回収率が大変低かったこと

（4.6％）も特徴的です。筆記用具やインセン

ティブ（景品）を用意しなかったことも影響して

いるのかもしれませんが、そもそも“クラシッ

クコンサートのアンケートに対する興味・関心

が低い”客層だと推察されます。 

● 同居している家族の人数 

● 年齢 

● 職業 

● 居住地 

調査結果（4）　「第九と四季」2014

無回答 4.9％ 

10
代 

20
代 

30
代 

40
代 

50
代 

60
代 

70
代 

80
代 

90
代
以
上 

無
回
答 

家
族
の
付
き
添
い
で 

ク
ラ
シ
ッ
ク（
バ
ロ
ッ
ク
以
前
） 

演
奏
会
場
で
配
ら
れ
る
チ
ラ
シ
で 

演
奏
団
体
か
ら
の
DM
で 

演
奏
団
体
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で 

音
楽
事
務
所
の
HP
や
メ
ル
マ
ガ
、DM
で 

音
楽
雑
誌
の
記
事 

友
人
・
知
人
か
ら
の
情
報 

音
楽
雑
誌
の
広
告 

プ
レ
イ
ガ
イ
ド
の
HP
や
メ
ル
マ
ガ 

新
聞
の
広
告 

演
奏
会
場
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で 

新
聞
の
記
事 

演
奏
会
場
の
ポ
ス
タ
ー
で 

家
族
か
ら
の
情
報 

演
奏
団
体
の
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
や
ツ
イ
ッ
タ
ー
で 

一
般
雑
誌
の
記
事 

一
般
雑
誌
の
広
告 

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
や
百
貨
店
な
ど
の
情
報
誌 

駅
貼
り
ポ
ス
タ
ー
で 

そ
の
他 

ク
ラ
シ
ッ
ク（
古
典
派
） 

ク
ラ
シ
ッ
ク（
ロ
マ
ン
派
・
独
墺
系
） 

ク
ラ
シ
ッ
ク（
ロ
マ
ン
派
・
伊
仏
系
） 

ク
ラ
シ
ッ
ク（
ロ
マ
ン
派
・
東
欧
系
） 

ク
ラ
シ
ッ
ク（
ロ
マ
ン
派
・
ロ
シ
ア
系
） 

ク
ラ
シ
ッ
ク（
ロ
マ
ン
派
・
北
欧
系
） 

ク
ラ
シ
ッ
ク（
ロ
マ
ン
派
・
そ
の
他
系
） 

ク
ラ
シ
ッ
ク（
20
世
紀
以
降
） 

吹
奏
楽（
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
） 

ジ
ャ
ズ（
海
外
お
よ
び
邦
人
） 

洋
楽（
ロ
ッ
ク
、ポ
ッ
プ
ス
ほ
か
） 

邦
楽（
Ｊ
ポ
ッ
プ
） 

邦
楽（
歌
謡
曲
や
演
歌
） 

日
本
の
伝
統
音
楽 

そ
の
他 

海
外
の
民
族
音
楽 

あ
て
は
ま
る
も
の
は
な
い 

無
回
答 

そ
の
他 

た
ま
に
は
ク
ラ
シ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト
を
聴
き
た
い
の
で 

サ
ン
ト
リ
ー
ホ
ー
ル
で
聴
き
た
い
の
で 

知
り
合
い
が
出
演
し
て
い
る
の
で 

東
京
交
響
楽
団
を
聴
き
た
い
の
で 

今
日
、登
場
す
る
指
揮
者
が
聴
き
た
い
の
で 

今
日
、登
場
す
る
「
四
季
」
の
ソ
リ
ス
ト
を
聴
き
た
い
の
で 

今
日
、登
場
す
る
「
第
九
」
の
ソ
リ
ス
ト
を
聴
き
た
い
の
で 

毎
年
恒
例
な
の
で 

１
年
の
締
め
く
く
り
に
は
「
第
九
」
を
聴
き
た
い
の
で 

チ
ケ
ッ
ト
を
頂
い
た
の
で 

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の「
第
九
」
が
好
き
な
の
で 

ヴ
ィ
ヴ
ァ
ル
デ
ィ
の「
四
季
」
が
好
き
な
の
で 

友
人
・
知
人
に
誘
わ
れ
た
の
で 

0％ 

20％ 
10％ 

40％ 

30％ 

60％ 

50％ 

0％ 

20％ 

40％ 

60％ 

80％ 

100％ 

● 好きな音楽ジャンル（複数回答） 

● クラシックコンサートの年間来場回数 

● クラシックのコンサート情報の入手媒体（複数回答） 

0％ 

10％ 

20％ 

50％ 

40％ 

30％ 

東京交響楽団の演奏会 

東京交響楽団以外の 
国内オーケストラの演奏会 

海外のオーケストラの演奏会 

東京交響楽団の演奏会 

東京交響楽団以外の 
国内オーケストラの演奏会 

海外のオーケストラの演奏会 

男性 
54.9％ 

女性 
40.2％ 

無回答 4.3％ 

男性 
55.9％ 

女性 
39.8％ 

1人 
42.7％ 

2人 
22.0％ 

3人 
15.9％ 

4人 2.4％ 
5人 1.2％ 
無回答 9.8％ 0人 6.1％ 

1人 
36.6％ 

2人 
19.4％ 

3人 
16.1％ 

4人 7.5％ 
5人 1.1％ 
無回答 8.6％ 0人 10.8％ 

0％ 

5％ 

10％ 

15％ 

20％ 

25％ 

30％ 

会社員 
29.3％ 

東京都 
（23区） 
34.1％ 

東京都 
（23区） 
39.8％ 

東京都 
（23区以外） 
11.0％ 

東京都 
（23区以外）　 
5.4％ 

川崎市 3.7％ 川崎市 2.2％ 

川崎市以外の 
神奈川県 15.9％ 

千葉県 
11.0％ 

千葉県 
14.0％ 

埼玉県 
8.5％ 

その他 
11.0％ 

専業主婦 
9.7％ 

専業主婦 
9.8％ 

その他 3.7％ 

無回答 4.9％ 

無回答 7.3％ 学生 4.9％ 

会社役員 
8.5％ 

公共団体職員 9.8％ 

公共 
団体 
職員 
14.0％ 

公共団体役員 3.7％ 公共団体役員 3.2％ 
自営業 3.7％ 

パート・ 
アルバイト  
3.7％ 

自営業　 
2.2％ 

パート・ 
アルバイト 
5.4％ 

無職 
15.9％ 

会社員 
30.1％ 

無職 
18.3％ 

会社役員　 
6.5％ 

その他 4.3％ 
無回答 4.3％ 学生 2.2％ 

川崎市以外の 
神奈川県 16.1％ 

埼玉県 
4.3％ 

その他 
15.1％ 

無回答 3.2％ 

（N＝82） 
12月28日 12月29日 

12月28日 12月29日 

12月28日 12月29日 

12月28日 12月29日 

（N＝93） 

（N＝82） （N＝93） 

（N＝82） （N＝93） 

（N＝82） （N＝93） 

12月28日 

12月29日 

（N＝82） 

（N＝93） 

● 性別 ●「『第九と四季』2014」来場理由（複数回答） 

12月28日 
12月29日 

12月28日 
12月29日 

12月28日 

12月29日 

好きなジャンル 

好きなジャンル 

一番好きなジャンル 

一番好きなジャンル 

（N＝82） 
（N＝93） 

（N＝82） 

（N＝82） 

（N＝93） 

（N＝93） 

12月28日 
12月29日 

（N＝82） 
（N＝93） 

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％ 

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％ 

■0回　■1～3回　■4～10回　■11～20回　■21回以上　■無回答 

■0回　■1～3回　■4～10回　■11～20回　■21回以上　■無回答 

11.0％ 

19.4％ 61.3％ 14.0％ 
2.2％ 

3.2％ 4.3％ 
18.3％ 37.6％ 33.3％ 

68.8％ 24.7％ 

3.2％ 

3.2％ 

3.2％ 
3.2％ 

58.5％ 22.0％ 

7.3％ 18.3％ 32.9％ 32.9％ 

58.5％ 26.8％ 7.3％ 

2.4％ 

2.4％ 

1.2％ 

6.1％ 

6.1％ 

6.1％ 
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　東京交響楽団には、サントリーホールで開

催する「定期演奏会（10公演）」、ミューザ川

崎シンフォニーホールでの「川崎定期演奏会（5

公演）」、そして「東京オペラシティシリーズ（6

公演）」の3つの定期公演があります。これら

の定期会員の皆さまにご回答いただいたアン

ケート調査の抜粋をご紹介します。 

　男女の割合は約7：3、家族構成も1人世帯

や2人世帯が過半数を占めるなど、「第626

回定期演奏会」の調査結果とほぼ一致してい

ます。大きな違いは年齢構成です。定期会員

は60代が約3割と1番多く、60代以上で約6

割、50代以上では約85％となっています。

職業を見ると、無職の方が約3割を占めており、

すでに退職した方が多いことがわかります。 

　悠々自適の方も多いであろう定期会員の皆

さまが、どのような趣味を楽しんでいるか見て

みると、1位はコンサート鑑賞で約75％、次に

美術鑑賞が約50％と、芸術・文化活動を趣味

とする方が多いようです。一方、国内旅行が

3位（約46％）、海外旅行が5位（約26％）と、

屋内での芸術鑑賞だけでなく、旅行等の屋外

レジャーを楽しむ側面もあります。それらの

趣味にかけるお金は、平均すると月5万円程度。

「20万円以上」という方も一部にはいますが、

1万円～10万円の範囲にほとんどの人が含

まれます。東京交響楽団の定期会員の支出以

外にクラシックコンサートにかける費用は、年

間で20万円未満の人が約7割と大半ですが、

50万円以上使う方も1割近くいます。 

　ではどんなコンサートに出かけるのかを見

ると、オーケストラコンサートが多いことがわ

かります。定期公演以外の東京交響楽団のコ

ンサート、東京交響楽団以外の国内オーケスト

ラのコンサート、海外オーケストラなど、オー

ケストラが大変好きな方々が、東京交響楽団

の定期会員になっているのがよくわかります。 

● 年齢 

● 同居している家族の人数 

● 職業 

● 居住地 

調査結果（5）　定期会員調査 

無回答 
0.7％ 

国
内
旅
行 

海
外
旅
行 

美
術
鑑
賞 

映
画
の
鑑
賞 

演
劇
の
鑑
賞 

CD
・
LP
の
蒐
集 

史
跡
や
仏
像
な
ど
の
鑑
賞 

ス
ポ
ー
ツ
観
賞 

コ
ン
サ
ー
ト
鑑
賞 

登
山
・ハ
イ
キ
ン
グ 

楽
器
演
奏 

オ
ー
デ
ィ
オ 

美
術
品
・
骨
董
品
の
蒐
集 

絵
画
の
制
作 

工
芸
作
品
の
制
作 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動 

（
高
齢
者
支
援
） 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動 

（
介
護
・
医
療
関
連
） 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動 

（
環
境
保
全
関
連
） 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動 

（
被
災
地
復
興
支
援
） 

● 趣味や余暇の過ごし方 

● 趣味や余暇活動に使う毎月のお小遣いについて 

男性 
67.4％ 

女性 
32.0％ 

1人 
37.0％ 2人 

22.8％ 

3人 
11.6％ 

4人 4.1％ 
5～7人 2.4％ 
無回答 6.4％ 

0人 
15.7％ 

会社員 
23.6％ 

専業主婦 12.1％ 

その他 4.9％ 
無回答 1.9％ 学生 0.1％ 

会社役員 6.3％ 

公共団体職員 9.2％ 

公共団体役員 2.3％ 
自営業 5.7％ パート・アルバイト 4.5％ 

無職 
29.4％ 

東京都 
（23区） 
31.4％ 

東京都（23区以外）  
12.9％ 

川崎市 
14.1％ 

川崎市以外の 
神奈川県 22.2％ 

千葉県 7.5％ 

埼玉県 6.9％ 
その他 4.9％ 無回答 0.0％ 

10
代 

20
代 

30
代 

40
代 

50
代 

60
代 

70
代 

80
代 

90
代
以
上 

無
回
答 

■定期会員　■第626回定期演奏会　■「第九と四季」2014

0％ 

10％ 

20％ 

30％ 

40％ 

26.9％ 

32.1％ 32.2％ 

（N＝751） 
（N＝751） 

（N＝751） 

（N＝751） 

（N＝751） 

（N＝751） 

● 性別 

● クラシックコンサートの年間来場回数 

（N＝751） （N＝751） 

（N＝751） 

● クラシックコンサートにかける年間費用 

■0回 

■5万円未満 

■4～10回 ■11～20回 

■31～50回 

■51回以上 

■無回答 

■21～30回 ■1～3回 

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％ 

東京交響楽団以外の 
国内オーケストラの演奏会 

声楽（合唱を含む）の演奏会（海外奏者） 

声楽（合唱を含む）の演奏会（国内奏者） 

室内楽・器楽の演奏会（海外奏者） 

室内楽・器楽の演奏会（国内奏者） 

オペラやバレエの公演（海外団体） 

オペラやバレエの公演（国内団体） 

海外のオーケストラの演奏会 

定期公演以外の東京交響楽団の演奏会 33.0％ 41.3％ 16.8％ 

4.3％ 

5.6％ 6.1％ 14.4％ 

47.7％ 

50.6％ 

69.2％ 

32.9％ 

53.9％ 

53.8％ 

74.6％ 

29.7％ 

32.1％ 

30.0％ 

22.5％ 

40.1％ 

29.7％ 

32.1％ 

12.4％ 

14.0％ 2.3％ 

3.3％ 

4.5％ 

3.3％ 

1.5％ 

18.6％ 

10.0％ 

3.2％ 

10.3％ 

18.5％ 

23.0％ 10.7％ 7.1％ 

※東京交響楽団の定期会員券の費用を除く 

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％ 0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％ 

5.5％ 16.8％ 17.8％ 10.3％ 7.2％ 

5.7％ 

3.5％ 
4.9％ 11.9％ 

2.7％ 

33.3％ 23.4％ 26.0％ 29.4％ 

76.4％ 

48.7％ 
46.2％ 

38.1％ 

26.5％ 
25.0％ 23.8％ 22.4％ 

18.9％ 18.2％ 18.2％ 
15.0％ 

4.1％ 3.7％ 2.9％ 2.8％ 2.3％ 2.1％ 0.9％ 

1.7％ 

■5万円以上 
　10万円未満 

■30万円以上50万円未満 

■10万円以上 
　20万円未満 

■50万円以上 
　100万円未満 

■20万円以上 

■100万円以上 

■無回答 

■1万円未満 ■5万円以上10万円未満 
■1万円以上3万円未満 

■3万円以上 
　5万円未満 

4.78万円 【平均金額】 
■10万円以上 
　20万円未満 

■20万円以上30万円未満 

■無回答 

0％ 

10％ 

20％ 

30％ 

40％ 

50％ 

60％ 

70％ 

80％ 
■ 現在やっている趣味や活動 
　 いま一番はまっている趣味や活動 
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　東京交響楽団では、広く多くの方から寄付を

募る「サポート会員制度」を設けています（右

ページ参照）。今回の定期会員向け調査では、

定期会員のうち約9％の方がサポート会員でも

あることがわかりました。そしてサポート会員

になった理由の1番は「東京交響楽団が好きだ

から」で、2位以下を大きく引き離しています。 

　では、どのようなきっかけでサポート会員に

なったのでしょうか。サポート会員の皆さまの

中から5人の方にお集まりいただき、お話をう

かがいました。ご自身と東京交響楽団との関

わりや、東京交響楽団のサポート会員になった

きっかけ、そしてサポート会員の何に魅力やメ

リットを感じているのかなどを、まとめたもの

が下の表です。 

　きっかけは様々ですが、共通していることは、

皆さま「東京交響楽団が好き」「東京交響楽団

に期待している」ということ。だから「より近い

立場で応援したい」と言うのです。そして皆さ

ま「ゲネプロやリハーサルを見学できるのが

楽しい」と、サポート会員制度を評価してくだ

さいました。このようなサポート会員の皆さま

のご期待に応えられるよう、今後もサポート会

員制度の充実を図りたいと考えています。 

サポート会員とは、東京交響楽団の活動にご賛同いただき、ご支援くださる皆さまです。「個人会員」と「法人会員」があ

り、それぞれのご寄附金額によって特典が異なります。 

税制上の優遇措置について 

当楽団は内閣府より公益財団法人の認定を受けており、当楽団へのご寄付には税制上の優遇措置が施されます。 

・個人の場合 ： 寄付金額の内約40%～50%に当たる金額分について、税金（所得税・個人 住民税）を控除される。ま

た相続税にも控除が適用される。 

・法人の場合 ： 「損金算入限度額」が一定の算式に従い、拡大される。 

※ただし、各該当法令で定められた限度があります。 

調査結果（6）　サポート会員対象のグループインタビュー 

東京交響楽団のサポート会員制度のご案内 

個人会員 あなたを特別なお客さまとしてお迎えいたします。 

法人会員 東京交響楽団とのパートナーシップは、貴社のイメージアップのみならず、 
従業員の皆さまの福利厚生にもつながります。 

1
１万円 
～29,999円 

3
フレンズ フレンズ フレンズ 

3万円 
～49,999円 

5
5万円 

～99,999円 

10
サークル サークル サークル 

10万円 
～249,999円 

25

ブロンズ 

10万円～ 
シルバー 

30万円～ 
ゴールド 

50万円～ 
ダイヤモンド 

100万円～ 
プラチナ 

1000万円～ 

25万円 
～499,999円 

50
50万円～ 

（年額） 

（年額） 

特　典 

主催公演へのご案内 ※1 

出演者・楽員との懇親会 

オリジナルイベント 

ゲネプロ見学会のご案内（年3回以上） 

リハーサル見学会のご案内（年3回以上） 

プログラム等へのご芳名掲載 

主催公演チケット先行予約 ※2 

公演チケットとオリジナルグッズをご優待価格にてご案内 ※3

フレンズ 

フレンズ1 

 

 

 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

フレンズ3 

 

 

　○※2 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

フレンズ5 

 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

サークル会員 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

法人会員 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

※１. くわしい内容についてはお問い合わせ下さい。 ※2. 一部対象外もございます。 ※3. 東京交響楽団の主催公演とオリジナルグッズ、およびミューザ川崎シンフォニー 
ホール主催公演が対象です。一部対象外もございます。 

0％ 
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そ
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無
回
答 

● サポート会員になった理由 

● 定期会員のうちサポート会員と非サポート会員の比率 

（N=67） 

（N=751） 

68.7％ 

40.3％ 38.8％ 

20.9％ 
14.9％ 13.4％ 

4.5％ 1.5％ 3.0％ 

10.4％ 

サポート会員 8.9％ 無回答 9.9％ 

不明 5.9％ 

非サポート会員 
75.4％ 

音楽についての 
趣味や活動 

サポート会員に 
なったきっかけ 

サポート会員に 
なることで 
期待するメリット 

A（40代女性） B（40代女性） C（50代男性） D（70代男性） E（50代男性） 

学生の頃から歌を歌ってい
て（少人数のアンサンブル
等）、数年前から東響コーラ
スのメンバー。  

ゴスペルコーラスをしていて、
クリスマスコンサートで歌っ
たりしている。東響以外のク
ラシックコンサートは聴いて
いない。  

大学時代に合唱をしていた。
10年くらい前から、年間
100回以上クラシックコン
サートを聴いている。定期
会員。  

20年ほど前に合唱団に入り、
最近まで歌をずっと続けてい
た。もともとはシンフォニー、
特にベートーヴェンばかり聴
いていた。定期会員。 

中学生の時にワルター&コ
ロンビア響のマーラーの交
響曲第1番を聴いて以来、し
ばらくは来日する海外オー
ケストラばかりを聴いていた。 

東響コーラスのメンバーに
なったときに、わずかでも楽
団のサポートができないか
と思ったため。 

東響の楽団員の方の大ファ
ンになったことがきっかけで。
  

東響は在京オケで一番最初
に定期会員になったオケでも
あり縁があることと、スダー
ン監督になって実力が上がっ
ていくのを見て（聴いて）、ぜ
ひ応援したいと思ったため。  

合唱団の活動（主に第九）で
共演することがあり、その時
に関心を持ったため。  

たまたま聴いた東響の演奏
（マーラーの交響曲第8番）
に衝撃を受けて、その後す
ぐにサポート会員になった。  

リハーサル見学会やゲネプ
ロに参加できること。ちょっ
と他のお客さんとは違うと
いう優越感がある。  

リハーサルを聴ける機会が
あること。個人的には、本番
の2時間だけではちょっと物
足りないなという気持ちが
あり、リハーサルを聴いて本
番を聴くとすごく満足できる。 

ゲネプロなどのサポート会
員特典。最近はいろいろな
イベントに参加できるように
なり非常に楽しみにしている。
  

ゲネプロに参加する機会は、
我々にとっては大事なシチュ
エーションで、そういう機会
を設けてもらい、少し演奏者
に近づくことができたら嬉
しい。  

税制上の優遇措置等。なにか
メリットを期待するというよ
りは、基本的に定期演奏会（サ
ントリーホール）を土曜日の
夜に組んでいるというメリット
に対して、お返ししたいという
気持ちでサポート会員でいる。 
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　今年、東京交響楽団では、文化庁平成26年

度戦略的芸術文化創造推進事業の一環として、

楽団の歴史や活動を紹介するプロモーション

ビデオ（約5分間）を制作いたしました。 

　このビデオでは、永久名誉指揮者アルヴィド・

ヤンソンスが初来日した際の貴重な映像をは

じめ、ワレリー・ゲルギエフ氏、細川俊夫氏、準・

メルクル氏のインタビュー（登場順）や、日本

初演した数々の大作、さらに新音楽監督ジョ

ナサン・ノット氏や歴代指揮者陣、東京交響楽

団がフランチャイズ契約する川崎市でのアウ

トリーチ活動等がご覧いただけます。 

　そして東京交響楽団のホームページにアク

セスして、このプロモーションビデオをご覧に

なった方に、アンケートに答えていただきました。 

　まず年代を見ると、50代が約4割と1番多

いのですが、60代以上はぐっと少なくなり、む

しろ40代以下の方々にアクセスしていただ

いたことがわかります。また、フェイスブック

やツイッターを見てアクセスした方が半数以

上を占めています。 

　プロモーションビデオの場面ごとの評価を

聞いてみると、「大変良かった」「良かった」の

合計がいずれも75％以上と高く、楽団のイ

メージ向上に繋がっていることがわかります。

ただし、内容を理解できたかどうかについは、

「東京交響楽団の歴史について」や「東京交

響楽団の音楽界への貢献について」などの映

像で伝わる事実はわかりやすいようですが、「現・

音楽監督ジョナサン・ノット氏と東京交響楽団

がこれから目指す方向について」など、言葉で

しか伝えることができない内容は、ややわかり

にくい面もあったようです。 

　このプロモーションビデオは東京交響楽団

のホームページからアクセスすることができ

ますので、ぜひ１度ご覧いただきますよう、お

願いいたします。 

調査結果（7）　プロモーションビデオの評価 

A： 過去の歴史を振り返る場面 

B： 歴代の指揮者の映像や演奏風景の場面 

C： 世界的な指揮者や作曲家のインタビュー場面 

D： 現・音楽監督ジョナサン・ノット氏のインタビュー場面 

E： 東京交響楽団の演奏風景の場面 

F： 東京交響楽団の社会貢献活動の場面 

A： 過去の歴史を 
　 振り返る場面 

B： 歴代の指揮者の映像 
　 や演奏風景の場面 

C： 世界的な指揮者や 
　 作曲家のインタビュー 
　 場面 

D： 現・音楽監督ジョナ 
　 サン・ノット氏のインタ 
　 ビュー場面 

E： 東京交響楽団の 
　 演奏風景の場面 

F： 東京交響楽団の 
　 社会貢献活動の場面 

東京交響楽団の歴史に 
ついて 

東京交響楽団の音楽界 
への貢献について 

東京交響楽団に対する 
専門家の評価について 

東京交響楽団の地域 
社会への貢献について 

現・音楽監督ジョナサン・ 
ノット氏と東京交響楽団が 
これから目指す方向について 

● 性別 ● プロモーションビデオの評価 

● プロモーションビデオを通じての東京交響楽団への理解について 

● プロモーションビデオを通じての楽団のイメージ向上について 

● 年齢 

● 東京交響楽団のプロモーションビデオの情報入手について 

男性 
（33人） 
62.3％ 

女性 
（20人） 
37.7％ 

0％ 

5.7％ 

11.3％ 

18.9％ 

11.3％ 

37.7％ 

15.1％ 
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35.8％ 

28.3％ 30.2％ 

5.7％ 

0.0％ 0.0％ 0.0％ 

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％ 

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％ 

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％ 

※「とても良くない」と「そのような場面があったことに気づかなかった」はすべて0％ 

（N＝53） 

（N＝53） 

（N＝53） （N＝53） 

（N＝53） 

（N＝53） 

■良くない　■あまり良くない　■どちらでもない　■まあ良かった　■良かった　■大変良かった 

90.6％ 

86.8％ 

75.5％ 

81.1％ 

75.5％ 

77.4％ 

17.0％ 13.2％ 30.2％ 39.6％ 

92.5％ 

86.8％ 

77.4％ 

81.1％ 

71.7％ 

※「イメージが著しく悪くなった」「イメージが悪くなった」「イメージがやや悪くなった」は0％ 

■どちらでもない　■ややイメージが向上した　■イメージが向上した　■イメージがとても向上した 

■わかりにくい　■ややわかりにくい　■どちらでもない　■まあわかった　■わかった 
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複数の調査結果を比較する 

 

　今回、コンサート会場で実施した4つの来場

者調査では、どの調査でも「コンサート情報の

入手媒体」について質問をしていますが、その

結果はコンサートによって、かなり違いがあり

ました。 

　まず「0歳からのオーケストラ」と「こども定

期演奏会」で1番の情報源となっているのは、

「友人・知人から」です。とりわけ「こども定期

演奏会」では30％、50％と突出しています。

一方「第626回定期演奏会」や「『第九と四季』

2014」での1番の情報源は、「演奏会場で配

られるチラシ」です。しかしよく見ると、「第

626回定期演奏会」や「『第九と四季』2014」

でも、「友人・知人から」はおよそ20％となっ

ており、少なくとも「0歳からのオーケストラ」

とは大差ありません。 

　20％のところに赤線を引いてみるとよくわ

かりますが、「0歳からのオーケストラ」と「こ

ども定期演奏会」の来場者は、「第626回定

期演奏会」や「『第九と四季』2014」の来場

者と比較すると、実は全体的に数値が低いの

です。子育て期間の親たちは、自分の趣味ま

で手が回らないのかもしれません。 

　それにしても、このように4つのグラフを比

較すると、「こども定期演奏会」の「友人・知人

から」の数値の高さが目につきます。きっと、

子どもの成長とともに、親同士の交流も深まり、

子どもを核とした人間関係のネットワークが

構築されているのでしょう。 

　このように、いくつかの調査結果を比較する

ことで、1つの調査結果だけを見ていてもはっ

きりしないことが、よりわかるようになること

があります。 

1つの調査結果を分割して比較する 

 

　1つの調査を2つ以上に分割して分析する

ことで、全体では見えなかったことがわかる場

合があります。具体的な事例を紹介しましょう。 

　「こども定期演奏会」では、来場者にコン

サートの満足度を尋ねましたが、全体的に見

ると、すべての項目で「大変良かった」＋「良

かった」の割合が高く、皆さまに満足していた

だいているように見えます（13ページ中央参照）。 

　ところが「年間会員」の方を、「1年目」「2

年目」「3年目」「4年目」「5年以上」と5つの

グループに分けて、それぞれの満足度を集計

したところ、「司会やお話」については予想外

の結果となりました。それが右上のグラフです。

「1年目」から「5年以上」へと、「こども定期

演奏会」を長い期間継続して聴きにきている

方になればなるほど、「大変良かった」＋「良

かった」の割合が低くなり、「良くなかった」と

いう意見が多くなっているのです。 

　全体だけでは見逃すところでしたが、細か

く分析することで、課題が発見されます。 

　もう1つの事例は「『第九と四季』2014」

の来場者調査です。来場理由について全体的

には、16ページでも解説しているように“年

末の行事としての第九コンサート”という傾

向となっていますが、この調査結果を、定期会

員の方と一般のお客さまの2つに分けて分析

すると、違う側面が見えてきます。もちろん定

期会員の方にとっても、第九は年末を飾る催

しものであることに変わりはありませんが、さ

らに「東京交響楽団を聴きたい」「今日の指

揮者を聴きたい」「サントリーホールで聴きた

い」という理由が浮かびあがってきました。来

場者全体の1割ではありますが、定期会員の

方にとっても、東京交響楽団の第九演奏会は

魅力ある演奏会であることがわかります。 

分析の視点① 分析の視点② 

●「0歳からのオーケストラ」のコンサート情報の入手媒体（複数回答） ● コンサートの満足度（「司会やお話」について） 
【0歳からのオーケストラ】 

【こども定期演奏会】 

【こども定期演奏会】 

【「第九と四季」2014】 

「こども定期演奏会」の情報入手媒体（複数回答） 
当日のコンサート情報の入手媒体（複数回答） 

年間会員 

年間会員 

年間会員 

1回券 

● 

● クラシックのコンサート情報の入手媒体（複数回答） 

【「第九と四季」2014】 
● 定期会員と非定期会員の比率 

● 「『第九と四季』2014」来場理由 
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総合的に分析する 

 

　細かく分けて比較する方法とは別に、細かな

要素の関係性を捉えて分析する方法も有効です。 

　「0歳からのオーケストラ」では、「曲目」「演

奏」「演奏時間」「演出」「司会」「会場の雰囲気」

「会場の係員の応対」「トイレなどの施設」「お

むつ交換室、授乳室」「チケットの価格」「全体

として」と、11項目で当日のコンサートを評価

していただきました。 

　1つひとつを見ると概ね好評ですが、「おむ

つ交換室、授乳室」「チケットの価格」などは、

やや評価が低いようです。どこから改善すべ

きでしょうか。 

　それぞれの項目の評価の高低も重要ですが、

実は1番大切なのは、「全体として」満足だっ

たかどうかです。そこで、それぞれの項目の評

価が「全体として」の評価への影響度を算出

してみました。その数値を横軸にとり、それぞ

れの項目の評価を縦軸にとったものが右下の

図です。横軸は、0に近づくほど「全体として」

の満足度への影響が低く、1.0に近づくほど影

響が高くなります。縦軸で0は「普通」「どちら

でもない」に該当し、1.0が「まあ良かった」「や

や満足」、2.0が「良かった」「満足」、3.0が「大

変良かった」「大変満足」となります。 

　こうしてまとめてみると、全体としては高評

価なのですが、その中でやや低いものに「トイ

レなどの施設」「おむつ交換室、授乳室」「チケッ

トの価格」がありますが、実は「トイレなどの施

設」「おむつ交換室、授乳室」の評価を向上さ

せても、全体的な評価の向上には、他の項目に

比べて影響が少ないことが読み取れるのです。 

　この調査結果からは、全体的な評価をさら

に向上させるためには、「チケットの価格」「演

出」「曲目」の評価をあげることが有効である

と示唆されています。 

総合的に分析したものを、さらに比較する 

 

　総合的に分析したものを、比較することで、

さらにはっきりと見えてくるものもあります。 

　右の図は、13ページ中央に掲載している「こ

ども定期演奏会」についての評価を、「1回券」

と「年間会員」それぞれ、左ページと同様の手

法でまとめたものです。 

　「1回券」の来場者にとっては、図の右下に

配置されている「チケットの価格」「開催日時」

「演奏会の選曲」の評価は低く、しかも全体評

価に貢献する項目ですので、これらの項目を

重視すべきように見えます。 

　しかし「年間会員」の分析結果では少し異

なります。「演奏会の選曲」や「開催日時」は、

重視すべきですが、「チケットの価格」の評価

は高くなっています。むしろ「司会やお話」の

評価が低いという結果が出ています。 

　さらに、2つの図を比較してみると、「オー

ケストラ」「指揮者」「ソリストや歌手」といっ

たコンサートの内容に関する項目は、いずれ

も2.0（良い）以上の高い評価となっています

が、左右の位置が異なります。「1回券」の方

はかなり左寄りですが、「年間会員」は中央や

や右寄りに配置されています。「1回券」のお

客さまにとっては、「オーケストラ」「指揮者」「ソ

リストや歌手」といった音楽自体に関わる項目

の評価が、まだ必ずしも全体評価には繋がっ

ていません。逆に「年間会員」の方々にとって

は、そのような項目の充実こそが、演奏会の評

価の中核なってきているということが、この2

つの図を比較することで、読み取れます。 

　このように、様々な視点や手法で調査結果

を分析することで、どこに演奏会の問題があ

るのか、どのような演奏会が皆さまに望まれて

いるのかなど、多くの示唆を得ることができる

のです。 

分析の視点③ 分析の視点④ 

● コンサートの満足度 

【0歳からのオーケストラ】 
11時の回 （N＝482） 

11時の回 （N＝482） 

● 総合的な満足度に影響する要因について 

● 総合的な満足度に影響する要因について 

【こども定期演奏会】 

1回券 （N＝69） 

年間会員 （N＝656） 
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今回の調査結果を踏まえた取組事例と今後の課題 

　東京交響楽団では、2014年度に実施した

アンケート調査結果を踏まえ、これからの演奏

会の内容をはじめ、様々な活動にお客さまの

意見を取り入れることに取り組んでいます。す

でに成果が出ているものの中から、いくつかご

報告いたします。 

 

 

お母さま方へコンサート情報をお届けす

るために、フェイスブックを活用しています。 

 

　「0歳からのオーケストラ」や「こども定期演

奏会」での来場者調査から、これまでのコン

サート情報の提供の仕方では、育児に忙しい

お母さま方には、十分にはお役に立てていな

かったことがわかりました。お母さま同士の交

友のなかで使いやすい情報提供を目指し、こ

れまで以上にフェイスブックを有効活用したコ

ンサート情報の提供や、性別・年代等ターゲッ

トを絞った広告に取り組むことにいたしました。 

 

自由回答欄にお書きいただいたご要望に

お応えして、定期演奏会でのプログラムに

楽団員紹介のコーナーを設けます。 

 

　各種来場者調査や定期会員向け郵送調査

では、自由記入欄にいろいろなご意見・ご要望

をお書きいただいています。そのうちの1つ

に「もっと楽団員を紹介するべき」という意見

がございました。そこで、5月の定期公演会プ

ログラムより「Meet the Musicians（楽団員

紹介コーナー）」を設けることにいたしました。 

　皆さまからいただきました貴重なご意見・ご

要望は、関係者全員が1つひとつ精読し、どう

したらご要望にお応えできるか検討を進めて

います。 

2015年度も引き続きマーケティングリ

サーチを継続し、よりよい楽団運営にチャ

レンジします。 
 

　2014年度に引き続き、2015年度も東京

交響楽団は「文化庁平成27年度戦略的芸術

文化創造推進事業」の1つとして、「オーケス

トラのマーケティング・リサーチと芸術団体の

ための戦略プラン構築事業」に取り組むこと

が決まりました。 

　マーケティング研究会を継続し、さらに調

査結果をくわしく分析するとともに、東京交

響楽団主催公演以外のコンサート等での来

場者調査の実施も計画しています。より多く

の皆さまのご意見を伺うことで、さらに良い

演奏会や社会に貢献できる活動をご提供で

きると考えるからです。 

　そしてさらに、1人でも多くの皆さまにサ

ポート会員になっていただけるよう、より魅

力ある特典づくりや告知活動に注力する予

定です。2015年度も引き続き「オーケスト

ラのマーケティング・リサーチと芸術団体のた

めの戦略プラン構築事業」にご協力いただけ

ますよう、よろしくお願いいたします。 

フェイスブックでのコンサート情報提供例 

自由回答欄にお寄せいただいた「楽団員紹介」に関するご要望

の一部 
 

●もっと楽団員の「顔」が見えるように、プログラム等で露出させ

ていくべきと思う。最近では他のオケでも、ホームページで楽

団員のインタビューを載せているのに比べ、東響はオケメン

バーの顔があまり見えないのが残念。 

●もう少し「楽団員の顔の見えるオーケストラ」になってもいい

のではないかと思います。「オーケストラはチームなのだから、

個々の顔は見えなくてもよい」という確固とした見識があるの

なら、それでもよいのですが、実際いくつかのオーケストラの

定期会員になってみると、「ひいきの楽団員」のようなものが

できるのです。そして、「今日はこのソロがよかった」などと毎

回思うのが、演奏会の楽しみにもなっているのです。そういっ

た楽しみを上手に引き出すことに成功しているオーケストラも

あると思います（例：読響など）。そういう道もあるのではない

でしょうか。 

●昔のプログラムに団員1人ひとりの紹介記事がありましたが、

最近メンバーも変わり、また紹介いただければと思います。 

2015年度の事業概要 
 

●マーケティング研究会の継続 

マーケター、学術経験者、ＩＴ専門家などの外部メンバーと東京

交響楽団スタッフによる調査、研究の戦略拠点としてのマーケ

ティング研究会を継続する。研究会では、調査・分析結果を踏

まえた鑑賞者拡大及び支援者拡大に向けての戦略を立て、実

行に移していく。 

●アンケート・面談調査実施 

東京交響楽団の顧客への調査のみならず、関係者の協力のも

とに、他の芸術団体の顧客に対しての調査も実施し、その嗜好

や行動を分析、 新規顧客開拓に向けたアプローチをできる方

法を模索する。 

●定期会員情報管理システムの高度化 

定期会員調査情報をデータ化し、戦略プランの立案、実施に役

立てる。 

●サポート会員開拓戦略の策定と検証 

面談等によって得られたサポート会員等の要望等を踏まえた、

潜在層へのサポート会員拡大策を試行し、その効果を分析する。 

●事業報告会 

研究会で検討した結果のうち、他の芸術団体等にとって参考と

なる知見を広く普及するための報告会を一般公開で実施する。 

本冊子へのご意見・ご質問等は下記までご連絡ください。 

東京交響楽団〈川崎オフィス〉 

 

〒212-8554　神奈川県川崎市幸区大宮町1310  

ミューザ川崎セントラルタワー5階  

TEL : 044-520-1518　FAX : 044-543-1488

文化庁平成26年度戦略的芸術文化創造推進事業 

「オーケストラのマーケティングリサーチと芸術団体のための戦略プラン構築事業」 
～東京交響楽団のコンサート来場者および定期会員向けアンケート調査結果（概要）～ 
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